






























































































































































































































































































図10　地域サポーター 養成講座の取組成果 事前・事後アンケ トーより
図9　地域サポーター 養成講座実施の流れ
71Informatio vol.15
• SIAの資格認定プログラムにより、「地域サポーター
養成講座」修了者を対象に、地域の課題解決のため
に講師や講座企画を担当できる人材を認定している。
• H28年度よりサポーター養成講座修了者を対象とし
た認定講習・試験を実施し、19名が認定されている。
（図11）
• カリキュラムや共通教材は、「現在起きている問題と
優先度づけ」「問題の背景」「家庭や学校における適
切な対応」等のインターネットを安全に利用するため
に必要な知識について、「子どもたちのインターネッ
ト利用について考える研究会」（座長：坂元章お茶の
水女子大教授）の考え方をベースに構成されている。
SIA認定ネットセーフティ・インストラクター養成
図11　ＳＩＡ資格認定プログラム
4.5　 問題の解決に向けて地域の核となる心構えがある対象へのアプローチの事例 
「より詳しい大人の養成」（秋田県「インターネットセーフティ推進事業」）
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子どもたちのインターネット健全利用を社会全体で支えるための民間等との協働による
保護者啓発の取組「大人が支える ！ インターネットセーフティ推進」について
• SIAの認定制度については、秋田県や八戸市で昨年
度、先行実施しているが、今後は全国各地へと広げ
ていくと伺っている。SIAの認定制度は、単に講座
講師を養成するのではなく、地域課題を解決する核
となる人材養成に力点が置かれており、持続可能な
仕組みづくりを支援する目的で策定されている。
• 「インストラクター」は、単に講座講師にとどまら
ず、地域で顔の見える「より詳しい」大人として、
地域課題解決の核となり、「持続可能な仕組みづく
り」を支援できる人材となることを期待している。
そうしたことから、SIAの認定制度は社会教育施策
との方向合わせが容易であり、導入しやすいものと
なっている。
5．終わりに
子どもたちのインターネット利用の問題は、地域社
会の共通の関心事であり課題である。秋田県では、「大
人が支える！インターネットセーフティ推進事業」を
通して、変化を続ける「子どもを取り巻くネット環境」
から生じる課題に対し、地域ぐるみで大人が学び実践
する、持続可能な仕組みづくりを今後も支援していく。
秋田が目指す子どもたちの姿はネットを健全に利用
できる子どもたちであり、それは将来、知識基盤社会
において有用な人材である。
そして、秋田の親子が、元気で豊かな家庭生活を送
ることができるよう、今後も、家庭・学校・地域がそ
れぞれに目標を共有しながら具体的に実践できるよう、
県として必要な施策を講じていく。
